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　過日，高橋秀俊先生の「人間8則」の出典を調べた．とにかく検索．“高橋秀俊”だけでは

多すぎ，“高橋秀俊　数理”でも「手に入らない書籍」ばかり．気分を変えて“人間は気まぐ

れである”とやったらかなり出てきたので次に“人間は気まぐれである　高橋秀俊”でずら

っと並んだ．しかし，“物理の散歩道”派と“数理と現象”派が拮抗している．結局「数理と

現象，岩波書店，1957」に落ち着いた．今月号の特集は｢情報の価値化・知識化技術の実現

へ向けて｣で，片山博，山之内徹がエディタ．知識を構造化し新しい価値創造や気づきに役

立たせようという研究の話．学術創成や社会技術のため，チャンス発見，バリューセンシン

グ，セマンティックオーサリングと続く．アマゾンの“こんな本も買われています”の拡張

現実版のような話もある．冒頭の話のような作業の支援も期待できるのだろうか．

　｢セマンティックWebと言語資源・言語技術｣（林良彦）では，意味レベルでの相互運用

性の重要性が語られる．

　｢安全・安定に寄与する鉄道情報処理技術（前編）｣（片岡健司，明日香昌，駒谷喜代俊）

は，鉄道の情報技術のうち，車輌と軌道に関するもの．“｢安全側｣の定義が明確なので他の

交通手段より自動化が進んだ”は，何となく了解する感じ．

　｢大規模データ処理のための簡潔データ構造｣（定兼邦彦）は，検索のための索引データを

小さくする話．いささかまぎらわしい題ではある．

　｢ディジタルフォレンジック～電磁的証拠の収集と分析の技術～ ｣（上原哲太郎）は，情

報社会において法医学の役割を果たす技術群の紹介．“何かあったときに役立てる予防的処

理”の運用が，社会的要請とマッチするかどうかが問題．監視カメラ問題と同様．

　｢電子ペーパーが創るユビキタス社会 ̶電子ペーパークライアントを目指して̶｣（服部

励治，井上創造）は，実用化にまい進している電子ペーパーの物理構造とシステムの話． 

　｢第1回UECコンピュータ大貧民大会（UECda-2006）の実施報告｣（西野哲朗）は，コンピ

ュータゲームの新しい潮流，というにはゲーム記述が“情報系の学問に馴染みのない方”が書

いたようであったのが残念．ただし，この種の活動が盛んになることは大いに歓迎したい．

　｢ACM国際大学対抗プログラミングコンテスト世界大会報告」（筧捷彦，丸山宏）は，標

記の大会の実施報告．実際のプログラミング問題も示されている．

　｢実務家から見た情報処理学会｣（玉置政一）は“これからの情報処理学会”のシリーズ．

　｢SOAに求められる信頼性を実現するWS-RX, WS-TX」（山本展之，西山英作）は“グリッ

ドとSOAからみるWebサービス標準技術”のシリーズ．コラムとしてまとめられている｢標

準化の経緯とポリシー ｣が面白い．

　｢仮想マシン草創期｣（大町一彦）は“仮想マシン道しるべ”のシリーズ．“メインフレーム

はMauchlyとEckertにより発明された”というのにはちょっと違和感はある．

　「特定領域研究『情報爆発（Info-plosion）』への新展開」（喜連川優）は連載「情報学を創る」

を終えるにあたって，その発展である次のプロジェクトとの関連の紹介．

　｢サイバーセキュリティのグローバル文化の創造または国際標準化｣（苗村憲司）は“標準

化よもやま話”のシリーズ．｢文化を標準化するな｣という声に対抗して“運命共同体の意識”

をもとに話を進めるらしい．うまくいくのであろうか．

　｢情報学基礎研究会｣（吉岡真治）と｢オーディオビジュアル複合情報処理研究会（AVM）

はどんな研究会？｣（小池淳）と｢自然言語処理（NL）研究会｣（中川裕志，森辰則）とは，

“研究会千夜一夜”のシリーズ． 

　｢情報技術の国際標準化と日本の対応｣（情報規格調査会）は同会の2006年度活動報告．

今年は電子パスポートの標準化の詳しい解説がある．（Skay）
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